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第33期の概要および今後の方針・展望
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　第33期においては、コンシューマ事業を中心に複数タイトルの展開を進めてまいりました。三重県を舞台にバイク
で旅をするアドベンチャーゲーム『風雨来記5』、オカルト雑誌のルポライターとなり死の呪いの謎を解き明かすホ
ラーアドベンチャー『連呪』、ド派手な技と桁違いなやりこみ要素を特徴とする3DアクションRPG『凶乱マカイズム』、
呪いに満ちた地下迷宮エクリプスを探索するダンジョンクローラーRPG『Curse Warrior』を発売いたしました。
 
　また、海外グループ会社である NIS America, Inc. からは、『CLADUN X3（邦題：クラシックダンジョンX3）』、
『Disgaea 7 Complete(邦題：魔界戦記ディスガイア７ これまでの全部入りはじめました。)』、『The Legend of 
Heroes: Trails beyond the Horizon(邦題：英雄伝説 界の軌跡 -Farewell, O Zemuria-)』、『Ys X: Proud 
Nordics(邦題：イースⅩ -Proud NORDICS-)』を発売し、グローバル市場におけるタイトル展開を推進いたしました。
 
　開発体制におきましては、コンシューマ版と同時にSteamをはじめとするPCプラットフォームでの配信を可能と
する開発体制の整備が進展しております。さらに、PCダウンロード版においても限定版グッズの提供を可能とする当
社独自サービス「日本一PCゲームズ」を開始し、販売チャンネルの拡充に取り組んでおります。
 
　マーケティング施策においては、2025年3月より開始したオンライン発表会「日本一ソフトウェア Untitled//」が、
第3回において15万人以上の視聴を記録するなど、当社タイトルの認知拡大およびファンとの接点強化に寄与して
おります。今後も継続的な開催を通じて、情報発信の強化に努めてまいります。
 
　また、2026年7月発売予定の生活シミュレーションゲーム『ほの暮しの庭』においては、発売までの約1年間にわ
たる長期的なプロモーション展開を実施してまいりました。継続的な情報発信とユーザーとのコミュニケーションを
通じて、認知の拡大および期待感の醸成は順調に進んでおります。

　これらの取り組みは、当社IPの価値最大化を目的としたものであり、
今後も中長期的な視点から新規IPの創出および既存IPの育成を進め、
持続的な成長と企業価値の向上に努めてまいります。
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【社員として大切にすること】
　未来ある社員として「心技体」のバランスを大切にする。

一、 心 
人間力を身につけること。
主体性を持つこと、継続力を身に付けること、他人を思いやること、
感謝の心を持つこと。 
それによって責任感が沸き、自信と信頼を得ることができる。

一、 技
技術力を身に付けること。
常に学び続けること、果敢に冒険・挑戦すること、結果を素直に、
そして謙虚に受け入れること。
それによって、社会に貢献するための手段を得ることができる。 

一、 体
健康な身体を保ち続けること。
健康管理に気を遣うこと。自らを律し、良い生活習慣を守ること。
自分自身を大切にすること。
それによって、継続して社会人としての責任を果たすことができる。
そして、その成果を享受することができる。

【良い人生をおくるために大切にすること】
　周りの環境を自ら構築することは各自の責任である。

一、 職場環境を豊かにする。
 5S(整理、整頓、清掃、清潔、しつけ)、報連相を徹底する。
 挨拶、笑顔、思いやり、感謝にあふれた職場を自ら創る。
 職場環境を豊かにすることで物質的な豊かさを実現する。

一、 家庭環境を豊かにする。
 家族を大切にし、愛情と信頼に満ちあふれた家庭を創る。 
 家庭環境を豊かにすることで精神的な豊かさを実現する。 

一、 地域社会を豊かにする。
 地域社会に支えられていることを理解し、貢献する。
　  人との出会いが人を成長させる。
 地域社会を豊かにすることで職場と家庭の安全を実現する。

美しくありたい。当社ではあるべき企 業の「美しさ」を以下のように考えました。

【目的（存在意義）】
　　日本一ソフトウェアは、継続企業として繁栄し、商品・サービスを通じて社会に貢献する。

【使命】
　　目的を達成するために、人を創り、育てる。
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株主メモ・WEB サイトのご案内

https://nippon1.co.jp
当社会社概要、IR情報などを掲載しています。

●配当金計算書について●

配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その添付資料と

してご使用いただくことができます。ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行われます。確定

申告を行う際の添付資料につきましては、お取引の証券会社にご確認をお願いいたします。なお、配当金領収証にて配当金をお受取の株主様につきましても、配当金のお支

払いの都度「配当金計算書」を同封させていただいております。確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。

■上場証券取引所

■事業年度

■期末配当金受領株主確定日

■中間配当金受領株主確定日

■定時株主総会

■公告掲載方法

■株主名簿管理人

■事務取扱場所  

■郵便物送付先

(電話照会先 )  

■住所変更、配当金受取方法の
　ご指定等について

■未払配当金の支払いについて

■マイナンバー制度について 

東京証券取引所

毎年４月１日から翌年３月３１日まで

毎年３月３１日

毎年9月30日

毎年事業年度末日の翌日から３ヶ月以内

電子公告とします。(https://nippon1.co.jp)

ただし、事故その他やむを得ない事由によって公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　 三井住友信託銀行株式会社

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、

特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

マイナンバーの利用範囲には株式の税務関係手続きが含まれます。株主様はお取引口座がある証券会社等にマイナンバー

を申告して下さい。

【マイナンバーのお取り扱いに関するお問い合わせ先】

株主様のお取引口座がある証券会社等にお申し出ください。なお、証券会社等にお取引口座がなく、特別口座で株式を

ご所有の株主様は、三井住友信託銀行株式会社（TEL：0120-782-031）にお申出ください。

https://nippon1.jp
当社WEBサイトでは最新のゲーム情報をはじめ、最新動向、グッズの販売まで、随時更新しています。ぜひご覧ください。




